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【検証環境】CPU：Intel Core i7-6700K（4GHz）、メモリ：Micron Crucial CT4K4G4DFS8213（PC4-17000 DDR4 SDRAM 4GB×4 ※2枚のみ
使用）、ビデオカード（グラフィックス機能）：Intel Core i7-6700K内蔵（Intel HD Graphics 530）、ASUSTeK GTX750TI-PH2GD5（NVIDIA Ge 
Force GTX750 TI）、SSD：Micron Crucial m4 CT128M4SSD2（Serial ATA 3.0、MLC、128GB）、CPUクーラー：サイズ 虎徹、OS：Window 
s 10 Pro 64bit版、アイドル時：OS起動10分後の値、高負荷時：PCMark 8－Home Accelerated実行時の最大値、電力計：Electronic Educati 
onal Devices Watts Up? PRO

機能 Fatal1ty Z170 Professional Gaming i7 Fatal1ty Z170 Gaming K6

拡張スロット
PCI Express 3.0 x16×3（x16/－/－、x8/x8/－、

x8/x4/x4で動作）、PCI Express 3.0 x4（x16形状）×1、
PCI Express 3.0 x1×1、PCI Express 2.0 x1×1、PCI 

Express Mini Card（ハーフ）×1

PCI Express 3.0 x16×3（x16/－/－、x8/x8/－、
x8/x4/x4で動作）、PCI Express 3.0 x1×3

マルチGPU 3-way CrossFireX、2-way SLI 3-way CrossFireX、2-way SLI

内蔵ストレージ
インターフェース

M.2（PCI Express 3.0 x4またはSerial ATA 3.0接続、
SATA Express×1と排他利用）×3、SATA Express×3、

Serial ATA 3.0×4
M.2（PCI Express 3.0 x4またはSerial ATA 3.0接続）×

1、SATA Express×2、Serial ATA 3.0×4

USB 3.1ポート Type-A（バックパネル）×1、
Type-C（バックパネル）×1

Type-A×1（バックパネル）、
Type-C×1（バックパネル）

有線LAN Intel I219-V（1000BASE-T）、
Intel I211-AT（1000BASE-T） Rivet Networks Killer E2400（1000BASE-T）

サウンド
Purity Sound 3（Realtek ALC1150）、アナログ基板分
離、EMIシールド、ニチコン製オーディオコンデンサ、

TI製NE5532ヘッドホンアンプ、DTS Connect対応

Purity Sound 3（Realtek ALC1150）、アナログ基板分
離、EMIシールド、ニチコン製オーディオコンデンサ、

TI製NE5532ヘッドホンアンプ、DTS Connect対応
実売価格 32,000円前後 25,000円前後

※ SATA Express×1はSerial ATA 3.0×2としても使用可能。USBポートのコネクタ形状を明記していないものはType-A

　Fatal1ty Z170 Gam 
ing i7は、ASRockのZ 
170ゲーミングマザー
ボードの最上位モデ
ルだ。高級部品を贅

沢に使っているため、イメージカラーで
ある赤と黒を基調としたビジュアルもよ
りゴージャスに仕上がっている。
　電源部は12フェーズで、60A対応のチ
ョークコイルやデュアルスタックMOSF 
ETなど、特性のよい高級部品で構成し
ており、OC耐性も期待できる内容だ。
な お、U E F Iに は、Kモ デ ル 以 外 のC 
PUのベースクロックを上げてOCしやす
くする「SKY OC」機能を導入している。

ASRock

Fatal1ty Z170 Professional Gaming i7
実売価格：32,000円前後

Intel Z170 ATXLGA1151

Specification
対応CPU：Core i7、Core i5、Core i3、Pentium、Celeron
メモリスロット：PC4-30900 DDR4 SDRAM×4（最大64GB）
グラフィックス機能：Intel HD Graphicsシリーズ（対応CPUが必要）
サウンド：    
Realtek Semiconductor ALC1150（High Definition Audio CODEC）
LAN：    
Intel I219-V（1000BASE-T）×1、Intel I211-AT（1000BASE-T）×1
拡張スロット：PCI Express 3.0 x16×3（x16/－/－、x8/x8/－、
x8/x4/x4で動作）、PCI Express 3.0 x4（x16形状）×1、PCI Express 
3.0 x1×1、PCI Express 2.0 x1×1、PCI Express Mini Card（ハーフ）
×1
内部ストレージインターフェース：M.2（Socket 3、PCI Express 
3.0 x4またはSerial ATA 3.0接続、SATA Express×1と排他利用）×3、
SATA Express×3、Serial ATA 3.0×4
バックパネルインターフェース：PS/2×1、USB 3.1（Type-A）×1、
USB 3.1（Type-C）×1、USB 3.0×4、USB 2.0×2、DisplayPort×1、
HDMI×1、DVI-D×1、S/P DIF OUT（光角型）×1、1000BASE-T×2
ピンヘッダ：USB 3.0×4、USB 2.0×6
増設ブラケット：－
サイズ（W×H）：305×244mm（実測）

製品の位置付け

システム全体の消費電力
■アイドル時　■高負荷時 単位：W
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ASRockゲーミングの最上位
トリプルM.2スロットを装備

ASRockのZ170ゲーミングマザーボードの最上位モ
デル。高品質部品を使った12フェーズの豪華な電源
部のほか、4本のPCI Express x16形状スロットの装
備、M.2スロットのトリプル搭載など拡張性に優れ
た仕様になっている。

高い拡張性を備えた
最上位ゲーミングモデル 鈴木雅暢



Core i7-6700（定格3.4GHz、最大4GHz）
で試してみたところ、電圧操作なしでベ
ースクロック130MHz（CPUクロック
4,420MHz）での駆動が可能だった。省
電力系の機能が無効になってしまうため
常用OCには向かないが、高耐久設計を
活かせる機能としておもしろい。
　最上位モデルだけに拡張性にも優れ、
とくに32Gbps対応の高速M.2スロットを
3基搭載している点は特筆できる。その
ほか10Gbps対応のSATA Expressポー
トを3基、10Gbps対応のUSB 3.1ポート
を2基（Type-A×1、Type-C×1）備え
る。USB 3.1コントローラはASMedia A 
SM1142だ。通信機能はIntel I219-Vに加

えて、Intel I211-ATと、Intel製の有線L 
ANをデュアルで搭載する。オンボード
サウンドはRealtekの最上位オーディオ
コーデック「ALC1150」にニチコン製
のオーディオ用コンデンサやTexas Inst 
rumentsのヘッドホンアンプ（NE5532）
など独自の高音質回路を追加した「Purit 
y Sound 3」を採用する。
　演出面が控えめな点はこの世代の同社
製品に共通する。最上位モデルとしては
少々地味な印象もあるが、電源部をはじ
めとする高耐久設計とZ170世代のトレ
ンドを網羅した基本機能、高い拡張性を
備えており、ハイエンドマザーボードと
してはソツなく仕上がっている。

ASRockのスタンダードシリーズに属する「Z170 Extreme7+」からフロントベイ用USB 3.1アクセサリを除いてゲーマー向けユーティリティを追加したようなモデル。モデル名に「i7」とあるが、特段Core i7向けというわけではないようだ。ASUSTeKのR. O.G.シリーズ対抗の位置付けだが、スペシャル感がないのは残念。ただ、M. 2スロットを3基備えるなど拡張性は高く、ハイエンドゲームPCのベースには十分だ。

Extreme 7+との差別化がもう少し欲しかった

編集部　遠山の見解

23/25

採点

【問い合わせ先】ASRock：03-3768-1321（マスタードシード）／ http://www.asrock.com/

付属品

基本実装

基本機能OC適性

ゲーム適性 独自機能

有線LAN機能をデュアル搭載。Intel I219-VとInt 
el I211-ATを搭載する。どちらも信頼性に定評が
あり、人気が高いIntel製というのがポイントだ。
二つを同時使用することによりデータ転送速度を
向上させるチーミング機能にも対応している

定番のI219-VのほかI211-ATも
Intelの有線LANをデュアルで搭載

3基の高速M.2スロットはすべてチップセット側に
配線されているため、最速クラスのSSDを使った
RAIDでは帯域が足りない。それでも、Serial AT 
A 6GbpsやPCI Express 2.0 x2対応SSDを使っ
たRAID構成ができるなど、構成の自由度は高い

32Gbps対応の高速M.2スロット
「Ultra M.2」をトリプル装備

SKY OCを試す
ASRockのマザーボードは、Kモデル以外を使
ってベースクロック調整によるOCをしやすく
する「SKY OC」に対応したUEFIを提供して
いる。この機能を使うと、内蔵GPUが利用で
きなくなるほか、Turbo Boost、Cステートな
ども無効にされるため、外部ビデオカードが必
須となる。本製品も対応しているため、Core i 
7-6700で試してみたところ、ベースクロック
は130MHz（×34倍でクロック4,420MHz）
で、ベンチマークテストが完動した。省電力関
連機能が無効になることからアイドル時の消費
電力が高くなってしまうのは常用を考えると痛
いが、遊びとしては十分楽しめる感触だ。

Core i7-6700：
OC（4.42GHz）

51.8
141.8

Core i7-6700：
定格（3.4GHz）

39.2
92.6

←Better

システム全体の消費電力
■アイドル時　■高負荷時 単位：W
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Core i7-6700で試してみたところ、ベー
スクロック130MHzの約4,420MHzで動
作した。ベースクロック以外の設定は、
メモリクロックを「2,080MHz」、Load-
Line Calibrationを「Level 1」とした

ベースクロック130MHz
CPUクロック4,420MHzで動作

Core i7-6700：
OC（4.42GHz）

963
191

Core i7-6700：
定格（3.4GHz）

826
162

Fast→

CINEBENCH R15
■CPU　■CPU（シングルコア） 単位：cb
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